
ハリネズミのジレンマ 

常光 由起子 

 新年度が始まり一か月が経ちました。新しい学年や学級、新しい

先生方や友だちとの毎日がさらに充実するようにドイツの哲学

者・ショーペンハウアーの寓話「ハリネズミのジレンマ」を紹介し

ます。「ある寒い寒い冬の日のことです。寒さに震える２匹のハリ

ネズミが体を寄せ合い温め合おうとしました。しかし、近づくとお

互いの針毛が刺さってしまいました。痛くて２匹は慌てて離れまし

た。けれども離れると凍えてしまいます。２匹は近づいたり、離れた

りを何度も繰り返しました。そして、ようよくお互いを傷つけずに、

温め合うことができる最適な距離を見つけることができました。」 

さて、人間にはハリネズミのような針は生えていません。けれど

も、心の中には目に見えない針（他の人に触れられたくないもの）

を持っています。そして、その針の長さは一人ひとり異なるのです。

これくらい大丈夫と思うことでも、相手を傷つけることがあります。

人間関係を築いていくときには、相手の立場に立って考え、相手と

の最適な距離を見つける必要があるのです。近づきすぎると傷つ

け合うし、だからと言って傷つけ合うことを恐れて距離を置きすぎ

ると仲良くなることができません。トライ＆エラーを繰り返すことで

良好な関係が築けるようになるのです。寓話に登場する２匹のハ

リネズミのように、近づいたり離れたりを繰り返し、最適な距離感

を見つけ、よりよい人間関係を築いていってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
令和７年度 

学校目標 「今も未来も、一人一人が幸せ」 

 


